
改訂モデル・コアカリ対応
OBE：参加型実習の学習効果

城⻄⼤学薬学部薬学科



0% 100%
はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

薬局実習アンケート 城⻄⼤学薬学科：改訂モデル・コアカリ
対象2020年度卒業⽣のデータ

事前学習で学んだ内容は役に⽴ち
ましたか

導⼊講義で学んだ内容は役に⽴ち
ましたか

他職種と協働できましたか

他の医療機関と協働できましたか

患者や来局者と関わることが
できましたか



0% 100%
はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

薬局実習アンケート
がん患者について、
継続的に関わることができましたか

⾼⾎圧症患者について、
継続的に関わることができましたか

糖尿病患者について、
継続的に関わることができましたか
⼼疾患患者について、
継続的に関わることができましたか
脳⾎管障害患者について、
継続的に関わることができましたか
精神神経疾患患者について、
継続的に関わることができましたか
免疫・アレルギー疾患患者について、
継続的に関わることができましたか

感染症患者について、
継続的に関わることができましたか



0% 100%
はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

薬局実習アンケート
実務実習にふさわしい環境で実習に
集中できましたか

実務実習に対する指導薬剤師の
熱意が感じられましたか

実務実習に対する実習施設の
スタッフの熱意が感じられましたか

施設担当教員による⽀援は⼗分
でしたか



0% 100%
はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

薬局実習アンケート
薬局実習によって学習意欲が喚起され
ましたか

シラバスに記載された授業⽬標を達成
できましたか

実習施設のスタッフや患者などと
⾃発的にコミュニケーションを取る
など、積極的な態度で実習しましたか

薬局実習はあなたにとって満⾜できる
ものでしたか



0% 100%
はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

病院実習アンケート
事前学習で学んだ内容は役に⽴ち
ましたか

導⼊講義で学んだ内容は役に⽴ち
ましたか

薬局実習で学んだ内容は役に⽴ち
ましたか

他職種と協働できましたか

地域の医療機関と協働できましたか

患者やその家族と関わることが
できましたか



0% 100%
はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

病院実習アンケート
がん患者について、
継続的に関わることができましたか

⾼⾎圧症患者について、
継続的に関わることができましたか

糖尿病患者について、
継続的に関わることができましたか
⼼疾患患者について、
継続的に関わることができましたか
脳⾎管障害患者について、
継続的に関わることができましたか
精神神経疾患患者について、
継続的に関わることができましたか
免疫・アレルギー疾患患者について、
継続的に関わることができましたか

感染症患者について、
継続的に関わることができましたか



0% 100%
はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

病院実習アンケート
実務実習にふさわしい環境で実習に
集中できましたか

実務実習に対する指導薬剤師の
熱意が感じられましたか

実務実習に対する実習施設の
スタッフの熱意が感じられましたか

施設担当教員による⽀援は⼗分
でしたか



0% 100%
はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

病院実習アンケート
病院実習によって学習意欲が喚起され
ましたか

シラバスに記載された授業⽬標を達成
できましたか

実習施設のスタッフや患者などと
⾃発的にコミュニケーションを取る
など、積極的な態度で実習しましたか

病院実習はあなたにとって満⾜できる
ものでしたか



臨床能⼒ルーブリック
【安全管理】

患者に不利益をもたらさないように
⾃ら考えて⾏動する。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

（事前学習では、このレ
ベルに到達することは困
難です。実務実習を通じ
て、各⾃キャップストー
ンの内容を考えること）

医療過誤（調剤過誤を含
む）の要因を把握し、問
題点を抽出して他者と情
報を共有している。

医療事故の事例を提⽰し、
それに関連する情報を調
査できる。

適切な医療を実施しなけ
れば、患者に不利益を⽣
じることを知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

他の医療スタッフと協働
して、主体的に安全管理
を実践している。

医療過誤（調剤過誤を含
む）の要因を把握し、問
題点を抽出して医療ス
タッフ間で情報を共有し
ている。

法的規制を受けている医
薬品の適切な管理ができ、
また、医療事故の事例を
提⽰し、それに関連する
情報を抽出している。

法的規制を受けている医
薬品を列挙し、適切な医
療を実施しなければ、患
者に不利益を⽣じること
を知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

事前学習ルーブリック

実務実習ルーブリック

0%

100%

事前学習時
教員評価

事前学習時
⾃⼰評価

実務実習後
⾃⼰評価

0

1

2

3

4

1.90 1.86 2.37



臨床能⼒ルーブリック
【社会保障制度と薬剤師の関わり】

薬剤師として社会保障制度に関わる
資源の確保と分配に適切に関わる。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

（事前学習では、このレ
ベルに到達することは困
難です。実務実習を通じ
て、各⾃キャップストー
ンの内容を考えること）

薬剤師が関わる社会資源
の情報を、⼈的、物的、
⾦銭的資源の観点で整
理・考察できる。

薬剤師が関わる社会保障
制度として、医療保険だ
けでなく、介護保険、年
⾦などの情報を調査でき
る。

薬剤師の⾏う保険調剤は、
医療保険制度に基づいて
⾏われていることを知っ
ている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

薬剤師として社会資源の
有効活⽤を実践している。

薬剤師が関わる社会資源
を有効活⽤するために、
それらの情報を⼈的、物
的、⾦銭的資源の観点で
整理している。

薬剤師が関わる社会保障
制度として、医療保険だ
けでなく、介護保険、年
⾦などの情報を収集して
いる。

薬剤師の⾏う保険調剤は、
医療保険制度に基づいて
⾏われていることを知っ
ている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

事前学習ルーブリック

実務実習ルーブリック

0%

100%

事前学習時
教員評価

事前学習時
⾃⼰評価

実務実習後
⾃⼰評価

0

1

2

3

4

1.92 1.88 2.24



臨床能⼒ルーブリック
【情報の収集と活⽤・啓発】

薬物療法に関係する情報を適切に収
集・活⽤するとともに、社会に必要
な情報を発信する。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

（事前学習では、このレ
ベルに到達することは困
難です。実務実習を通じ
て、各⾃キャップストー
ンの内容を考えること）

模擬的状況下、収集した
情報を吟味・加⼯し、必
要な情報を他者に対して
提供できる。

模擬的状況下、医薬品に
係わる情報の必要性を考
慮し、それらを収集でき
る。

医薬品の有効かつ安全な
使⽤には情報が必要であ
ることを知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

薬物療法に関する治療の有
効性や安全性、医薬品の品
質、健康の維持増進に関す
ることなどの全ての情報を
収集し、社会及び医療関係
者に対して確実かつ適切に
発信している。

収集した情報を吟味・加⼯
し、必要な情報を医療・介
護関係者に対して提供して
いる。

医薬品に係わる情報の必要
性を考慮し、それらを収集
している。

医薬品の有効かつ安全な使
⽤には情報が必要であるこ
とを知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

事前学習ルーブリック

実務実習ルーブリック

0%

100%

事前学習時
教員評価

事前学習時
⾃⼰評価

実務実習後
⾃⼰評価

0
1
2
3
4

1.91 1.99 2.44



臨床能⼒ルーブリック
【薬剤の調製】

患者に使⽤することを⽬的として、
正確かつ安全に薬剤を調製する。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

（事前学習では、このレベルに到達することは
困難です。実務実習を通じて、各⾃キャップス
トーンの内容を考えること）

模擬的状況下、多様な処⽅箋について、
規則に基づき、薬剤を正確かつ安全に
調製（調剤）することができる。また、
模擬的状況下、処⽅箋を監査すること、
さらにそれら処⽅箋に従って調製（調
剤）された薬剤について監査すること
ができる。

模擬的状況下、
多様な処⽅箋つ
いて、規則に基
づき、薬剤を調
製（調剤）する
ことができる。

医療⽤医薬品
の多くは処⽅
箋に基づいて
調剤すること
を知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

患者個々の状態を把握し、処⽅内容がその患者
に対して適切であることを確認した上で、規則
に基づき、薬剤を正確かつ安全に調製（調剤）
している。さらに、それら処⽅せんに従って調
製（調剤）された薬剤について監査し、問題が
ある場合などは代替案などを提案して、適正な
使⽤に貢献している。

多様な処⽅せんについて、規則に基づ
き、薬剤を正確かつ安全に調製（調
剤）している。また、処⽅せんを監査
すること、さらにそれら処⽅せんに
従って調製（調剤）された薬剤につい
て監査することを通して、適正な使⽤
に関わっている。

多様な処⽅せん
ついて、規則に
基づき、薬剤を
調製（調剤）し
ている。

処⽅せんに基
づく調剤の基
本事項を知っ
ている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

事前学習ルーブリック

実務実習ルーブリック

0%

100%

事前学習時
教員評価

事前学習時
⾃⼰評価

実務実習後
⾃⼰評価

0
1
2
3
4

1.84 2.23 2.80



臨床能⼒ルーブリック
【評価】

薬物療法において評価を適切に実践
する。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

（事前学習では、このレ
ベルに到達することは困
難です。実務実習を通じ
て、各⾃キャップストー
ンの内容を考えること）

模擬的状況下、薬物療法
に関わる情報から患者の
状態を評価・考察できる。

模擬的状況下、患者の状
態を把握するためにフィ
ジカルアセスメントを含
めた適切な情報を収集で
きる。

患者の状態を知らなけれ
ば薬物療法を実施できな
いことを知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

薬物療法を実践する過程
での患者の状態変化を適
宜評価している。

薬物療法を実践する過程
において収集した情報か
ら患者の状態を評価して
いる。

患者の状態を把握するた
めの適切な情報を収集し
ている。

患者の状態を知らなけれ
ば薬物療法を実施できな
いことを知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

事前学習ルーブリック

実務実習ルーブリック

0%

100%

事前学習時
教員評価

事前学習時
⾃⼰評価

実務実習後
⾃⼰評価

0
1
2
3
4

2.00 1.97 2.92



臨床能⼒ルーブリック
【処⽅設計⽀援】

処⽅設計やセルフメディケーション
を⽀援する。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

（事前学習では、このレベ
ルに到達することは困難で
す。実務実習を通じて、各
⾃キャップストーンの内容
を考えること）

模擬的状況下、より良い薬
物療法（セルフメディケー
ションを含む）のための処
⽅設計を提案できる。

模擬的状況下、適切な薬物
療法に向けて処⽅を評価・
考察できる。

重要な疾患に対する標準的
な薬物療法とその処⽅につ
いて知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

薬物療法に関わる情報の評
価に基づいて、適切に処⽅
設計を⾏ない、その情報を
他の医療者に提案し、セル
フメディケーションにおい
ては患者と共有し、実践し
ている。

収集した情報から患者の状
態を評価し、それに基づい
て、より良い薬物療法（セ
ルフメディケーションを含
む）のための処⽅設計に関
与している。

患者の情報を収集し、状態
を把握した上で、適切な薬
物療法に向けて処⽅を評価
している。

重要な疾患に対する標準的
な薬物療法とその処⽅につ
いて知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

事前学習ルーブリック

実務実習ルーブリック

0%

100%

事前学習時
教員評価

事前学習時
⾃⼰評価

実務実習後
⾃⼰評価

0
1
2
3
4

1.92 1.89 2.47



臨床能⼒ルーブリック
【服薬⽀援】

薬物療法におけるアドヒアランスの
向上に努める。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

（事前学習では、このレ
ベルに到達することは困
難です。実務実習を通じ
て、各⾃キャップストー
ンの内容を考えること）

模擬的状況下、患者個々
の問題点とアドヒアラン
スとの関係性を考慮し、
その向上につなげる説明
ができる。

模擬的状況下、アドヒア
ランスに関連する患者
個々の情報を収集できる。

薬物療法におけるアドヒ
アランスの意味を知って
いる。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

服薬などの薬物使⽤にお
ける患者個々の問題を抽
出・理解し、患者が⾃ら
関わることで、より良い
薬物療法につながるよう
患者⽀援をしている。

患者個々の問題点を抽出
し、アドヒアランスとの
関係性を考慮し、その向
上につなげる⾏動をして
いる。

アドヒアランスに関連す
る患者個々の情報を収集
している。

薬物療法におけるアドヒ
アランスの意味を知って
いる。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

事前学習ルーブリック

実務実習ルーブリック

0%

100%

事前学習時
教員評価

事前学習時
⾃⼰評価

実務実習後
⾃⼰評価

0
1
2
3
4

2.01 2.08 2.66



臨床能⼒ルーブリック
【地域連携】

医療関連の多職種や地域住⺠と連
携・協働し、患者や⽣活者の医療・
介護・⽣活の総合的な⽀援をする。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

（事前学習では、このレベ
ルに到達することは困難で
す。実務実習を通じて、各
⾃キャップストーンの内容
を考えること）

模擬的状況下、医療・介
護・福祉関連の地域リソー
スに関する情報を収集し、
患者や⽣活者を⽀援するた
めに関わる専⾨職と薬剤師
との関係を考察できる。

模擬的状況下、医療・介
護・福祉関連の地域リソー
スに関する情報を調査でき
る。

患者や⽣活者を地域で⾒守
るためには多職種との連携
が必要であることを知って
いる。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

医療・介護・福祉等の地域
リソースを把握し、医療関
連の多職種や他の専⾨職、
さらに地域住⺠と連携、協
働することで患者や⽣活者
に最適な⽀援体制を構築し
ている。

医療・介護・福祉関連の地
域リソースに関する情報を
収集し、患者や⽣活者を⽀
援するために関わる専⾨職
との関係の構築に関わって
いる。

医療・介護・福祉関連の地
域リソースに関する情報を
収集し、専⾨職との関わり
を整理している。

患者や⽣活者を地域で⾒守
るためには多職種との連携
が必要であることを知って
いる。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

事前学習ルーブリック

実務実習ルーブリック

0%

100%

事前学習時
教員評価

事前学習時
⾃⼰評価

実務実習後
⾃⼰評価
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1.86 1.88 2.33



臨床能⼒ルーブリック
【医療倫理】

患者中⼼の医療とは何か、常に考え
て⾏動し、そして⾃ら振り返る。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

（事前学習では、このレ
ベルに到達することは困
難です。実務実習を通じ
て、各⾃キャップストー
ンの内容を考えること）

模擬的状況下、患者、そ
して家族の思いを考慮し、
何をすべきか考察できる。

模擬的状況下、患者、そ
して家族の思いの例を挙
げられる。

医療⼈として、患者の⽴
場に⽴って考えることの
重要性を知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

⼈それぞれの⼈⽣の有り
様、医療の⽬指すものな
どを常に考え、⽇々の活
動を深く省察している。

患者、そして家族の思い
を考慮し、⾃らの⾏動を
省察している。

患者、そして家族の思い
を考えて⾏動している。

薬剤師として、患者の⽴
場に⽴って考えることの
重要性を知っている。

ベンチ
マーク
(左列)
に到達
してい
ない。

事前学習ルーブリック

実務実習ルーブリック

0%

100%

事前学習時
教員評価

事前学習時
⾃⼰評価

実務実習後
⾃⼰評価

0
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2.16 2.671.98



実務実習を通して、
学⽣は、
学び
成⻑
している



６年間の継続評価| 使命感・責任感
医療の担い⼿として、薬剤師の義務・役割を知り、関連する法令を遵守して、⾏動
する。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

国⺠の健康を守る担い
⼿としての薬剤師の使
命感と責任感を有して
いる。

薬剤師の使命について
考え、その責務につい
て理解している。

薬剤師は医療⼈であり、
薬事関連法規などに基
づき⾏動すべきことを
知っている。

薬剤師国家試験に合格
し、厚⽣労働⼤⾂が免
許を与えなければ薬剤
師になれないことを
知っている。

いずれに
も当ては
まらない。

0

1
2
3

4

1年
終
了
時

2年
終
了
時

3年
終
了
時

事
前
学
習
終
了
時

4年
終
了
時

実
務
実
習
終
了
時

5年
終
了
時

卒
業
時

Av
er
ag
e

0%

100%

1年
終
了
時

2年
終
了
時

3年
終
了
時

事
前
学
習
終
了
時

4年
終
了
時

実
務
実
習
終
了
時

5年
終
了
時

卒
業
時

0

1

2

3

4

薬剤師に求められる資質の継続的評価



豊かな⼈間性を有し、⽣命の尊厳について深く考え、患者や⽣活者、その家族の⽴
場に⽴って⾏動する。

4. キャップストーン 3. マイルストーン 2. マイルストーン 1. ベンチマーク 0

豊かな感性を有し、医
療⼈としての倫理観を
⾝につけている。

多様な価値観や⼈間性
を理解し、薬学⽣とし
て⾏動できる。

多様な⼈間関係を経験
し、薬学⽣として（薬
学を学ぶものとして）
患者や⽣活者、その家
族の気持ちを考える。

いのちは尊いことを
知っている。

いずれに
も当ては
まらない。
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６年間の継続評価| 医療倫理

薬剤師に求められる資質の継続的評価
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最⾼基準４を⾃⼰評価した学⽣の個⼈追跡

薬剤師に求められる資質の継続的評価
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使命感
倫理観

最⾼基準４を⾃⼰評価した学⽣の個⼈追跡： 関連イベント

卒業の⾼揚感
現役薬剤師か
らの直接指導
現役薬剤師か
らの直接指導

現役薬剤師か
らの直接指導
医療現場での

実習
現役薬剤師か
らの直接指導
SGDによる実
習の振り返り

薬剤師に求められる資質の継続的評価

学⽣は、⾃⼰評価が⽢いわけではなく、⾃⾝を振り返り、省察している
個々の学⽣の学びは多様である
「使命感・責任感」と「医療倫理」は、別のものとして評価できる



4年進級時：研究室配属前
・実務実習事前学習前

5年⽣：実務実習前もしくは後
・卒業研究発表会前 卒業時

⼈間としての成⻑に役⽴ったものは何ですか？： ３年間の追跡

学⽣は、卒業に際して、実務実習の経験が⾃⾝の成⻑に最も効果があったと
感じている

進級および卒業時のアンケート


